
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

中心市街地地区

令和５年１０月

沖縄県与那原町



様式２－１　評価結果のまとめ様式２－１　評価結果のまとめ様式２－１　評価結果のまとめ様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 30.5ha

交付期間 36.80%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり

なし ●

あり ●

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果

　　発現状況

●

48.5

6,993

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に

位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画

から

削除した

事業

高次都市施設（地域交流センター）、地域生活基盤施設、高質空間形成施設

交付期間の変更による事業、

指標、数値目標への影響

実施内容 実施状況

人 7,730 H29

 ２）都市再生整備計画

　　に記載した目標を

　　定量化する指標

　　の達成状況

従前値 目標値

町民ホールイベント参加

者数

人 R4

目標

達成度

△

数　　値 効果発現要因

（総合所見）

3,550

フォローアップ

予定時期

8,000

1年以内の

達成見込み

44.7

19,95114,850 H29

H28 56.0 R4

新型コロナの影響により来場者数が大幅に減った。目標達成はしな

かったが、第５類に分類されたことで、来場者数が回復している。

新型コロナの影響によりイベントの自粛や縮小のため、目標達成はし

なかったが、第５類に分類されたことで、イベントと規模が回復してい

る。

受診率は達成していないが、上昇傾向にあり過去最高の数値であり、

沖縄本島中南部では1位の受診率である。

令和6年度

令和6年度△R4 5,213

令和6年度

△

23,000

指標３

特定検診受診率 ％

指標1

45.9

指標５

その他の

数値指標1

その他の

数値指標２

従前値

指　標

指標２

与那原町軽便駅舎資料

館の来場者数

指標４

 ３）その他の数値指標

　　（当初設定した数値

　　目標以外の指標）に

　　よる効果発現状況

指　標

 ５）実施過程の評価

その他の

数値指標３

交付期間

の変更

地域創造支援事業（保健センター）

新たに追加し

た事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

特になし都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による

取組

持続的なまちづくり

体制の構築

未実施

特になし

モニタリング 担当課への問合せによるモニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

未実施

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

上昇傾向にあるため、令和5年度以降は回復見込みである。

フォローアップ

予定時期

目標

達成度

1年以内の

達成見込み

効果発現要因

（総合所見）

数　　値目標値

1051.2百万円

中心市街地地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

H31～R4 R5年度事後評価実施時期

沖縄県 市町村名 与那原町



様式２－２　地区の概要様式２－２　地区の概要様式２－２　地区の概要様式２－２　地区の概要

単位：人 14,850 H29 23,000 R4 19,951 R4

単位：％ 45.9 H28 56.0 R4 48.5 R4

単位：人 7,730 H29 8,000 R4 6,993 R4

単位： H R R

単位： H R R

中心市街地地区（沖縄県与那原町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

特定検診受診率

町民ホールイベント参加者数

与那原町軽便駅舎資料館の来場者数

大目標：公共施設再編を契機とした賑わい溢れる交流拠点の形成と活力あるまちづくり

小目標1：行政機能の充実による住民交流の場の創出

小目標2；歴史と文化を活用したまちづくりの推進

今後のまちづくり

の方策

（改善策を含む）

町民ホールを整備したことで、町民が集い賑わい活力あるまちづくりを持続していくため、その周辺の道路環境や交通環境の向上を目指していく。

また、観光部局や生涯学習部局など関係部局とも連携し、町民ホール～与那原町軽便駅舎資料館～親川広場というルートが今後定着するようにイベントやまち歩き事業などの取り組みを推進を検討していく。

まちの課題の変化

高質空間形成施設として実施した「石畳舗装工事」と関連事業として実施した「親川整備事業」が連動し、文化財施設の整備と一体となった空間形成を図る道路修景を推進したことで、地域住民の憩いの場とそれとふさわしい空間形

成により子供たちや地域住民の交流の場となった。

目標値 評価値



（１）成果の評価

　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価

　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　官民連携による取組みの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理

　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成

　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表　　添付様式7　事後評価原案の公表

　　添付様式７　　事後評価原案の公表

都市再生整備計画　事後評価シート

（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

変更理由変更後

（１） 成果の評価（１） 成果の評価（１） 成果の評価（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利

用システム

地域生活基盤

施設

5.5 ●

高質空間形成

施設

32.1 48.0 事業費の増額 ●

高次都市施設 688.0 753.6 事業費の増額 ●

既存建造物活

用事業

都市再生交通

拠点整備事業

土地区画整理

事業（都市再

生）

住宅市街地

総合整備事業

与那原町字上与那原16番地

当初計画
当初計画からの

変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況

都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

町民ホール整備

中心市街地地区内

町道与那原2号線、20号線

町道森下2号線等

事業箇所名 事業内容

誘導サイン整備

石畳舗装整備

カラー舗装整備

石畳舗装整備

カラー舗装整備

最終変更計画

町民ホール整備

基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業

事業

事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事

業

バリアフリー環

境整備事業

優良建築物等

整備事業

住宅市街地

総合整備

事業

街なみ環境整

備事業

住宅地区改良

事業等

都心共同住宅

供給事業

公営住宅等整

備

都市再生住宅

等整備

防災街区整備

事業

最終変更計画
当初計画からの

変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

当初計画

都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響
事業内容事業内容

基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業

事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業箇所名

事後評価時の完成状況



事業費 事業費 完成 完成見込み

378.2 415.0 事業費の増額 ●

当初計画

最終変更

計画

当初計画

2,066 2,456 H31～H32

令和２年度に竣工し、隣接する町民ホー

ル（高次都市施設）と一体的に活用され

て、賑わい拠点となっている。

390 390 H30～H33

令和３年度に竣工し、石畳舗装した町道

（高質空間形成施設）と一体的な空間形

成を創出し、賑わい拠点となっている。

2,226 2,226

H33～H37

H38～H42

他路線の状況により未実施であ

る。

最終変更計画

事業活用調査

地域創造

支援事業

保健センター整備

事業期間

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

保健センター整備

まちづくり

活動推進事業

道路整備事業

（参考）関連事業（参考）関連事業（参考）関連事業（参考）関連事業

新庁舎建設事業

親川整備事業

事業

細項目

中心市街地地区内（親川周辺）

町道与那原嶺井線

町道森下1号線

提案事業提案事業提案事業提案事業

細項目

事業

事業箇所名

与那原町字上与那原16番地

事業費

備考進捗状況及び所見

R1～R2

H30～R3

R3～R7

R8～R12

最終変更計画

都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

保健センター整備

当初計画からの

変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事業内容



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位

基準

年度

基準

年度

目標

年度

あり なし

3,550 △

確定 ●

見込み

44.7 △

確定 ●

見込み

5,213 △

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

6,993 事後評価 △

8,000

H27 45.9

事後評価

H28 7,730 H29

H28 56.0 R4

事後評価

指標５

指標４

44.7

指標３

与那原町軽便駅舎資料

館の来場者数

7,907人

令和5年3月時点において担当

課へ問合せを行い、入館者リス

ト集計表より算出。

指標２ 特定検診受診率 ％

令和5年3月時点において担当

課へ問合せを行い、受診率集計

表より算出。

人

令和5年3月時点において担当

課へ問合せを行い、町民ホール

の利用申請書より集計し算出。

モニタリング

11,500 14,850 H29 23,000 R4

19,951

H27

指　標

令和４年度では、48.5％という数値となっており、過去最高の数値となっている。沖縄県内において離島を除く

本島内では5番目に高い数値となっており、中南部では1番高い数値である。

令和元年度には目標値の8,000人は超えたものの、令和2年度には新型コロナウィルスの影響を受け、入館者数が落ち込んだが、令

和3年度後半ごろから徐々に入館者が戻りつつある。令和4年度は新型コロナウィルスの影響も比較的落ち着いたこともあり、回復し

つつある。令和5年度以降は、入館者も回復の兆しもあり、新型コロナウィルスの影響が落ち着くと想定されるため、入館者数の増加

が見込まれる。

指標１

町民ホールイベント参加

者数

目標達成度○△×の理由

（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

目標値に届かなった要因としては、新型コロナウィルスの影響により、イベントの自粛や規模縮小によるものと考えられ

る。令和５年度以降は新型コロナウィルスの影響が落ち着くと想定されるため、利用者数の増加が見込まれる。

保健センターの整備により、会場が広く・トイレも利用しやすくなったことと、空調なども整備され、また、駐車場も

広くなり、段差もなく受診会場に来られることが受診率向上の要因と考えられる。ただし、受診率は緩やかな上昇

となる見込み。

その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

モニタリング

●

モニタリング R3

モニタリング R3 モニタリング

モニタリング

△事後評価48.5

●R4

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

数値（エ）

モニタリング R3

△

●

事後評価 事後評価

データの計測手法と

評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値

1年以内の

達成見込みの

有無
目標達成度※２

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合

△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合

× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位

基準

年度

基準

年度

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

その他の

数値指標１

その他の

数値指標２

その他の

数値指標３

事後評価

事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値

データの計測手法と

評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、

対象、具体手法等）

数値（ウ）

事後評価

本指標を取り上げる理由

その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題

等）



（２） 実施過程の評価（２） 実施過程の評価（２） 実施過程の評価（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況添付様式３－①　モニタリングの実施状況添付様式３－①　モニタリングの実施状況添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容

又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　官民連携による取組の実施状況添付様式３－②　官民連携による取組の実施状況添付様式３－②　官民連携による取組の実施状況添付様式３－②　官民連携による取組の実施状況

都市再生整備計画に記載した内容

又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった

(理由　　　　　　　　　　　　）

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

都市再生整備計画に記載した内容

又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

担当課への問合せによるモニタリング

上昇傾向にあるため、令和5年度以降は回

復見込みである。

実施頻度：1回

実施時期：令和4年3月

実施結果：担当課へ問合せ、毎年度集計しているデータを確認。新型コロナの

影響により従前地より低い結果であった。



（３） 効果発現要因の整理（３） 効果発現要因の整理（３） 効果発現要因の整理（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別

指標改善

への

貢献度

指標改善

への

貢献度

指標改善

への

貢献度

指標改善

への

貢献度

〇 -

- 〇

- ◎

◎ 〇

- -

〇 〇

- 〇

- -道路整備事業：町道与那原嶺井線、町道森下1号線

地域生活基盤施設：中心市街地地区内

地域創造支援事業：与那原町字上与那原16番地

今後の活用

総合所見総合所見

指標３

駅舎資料館と親川広場とを結

び回遊性を向上させ、来訪者

増加による相乗効果を図る。

指標○

総合所見

新型コロナウィルスの

影響を受け、入館者数

が落ち込んだが、令和

3年度には高質空間形

成施設（町道森下2号

線）の整備も完了し、令

和4年度は新型コロナ

ウィルスの影響も比較

的落ち着いたこともあ

り、回復しつつある。令

和5年度以降は、高質

空間形成施設（町道2

号線）の整備も完了し、

親川整備事業との連動

が見込まれ、入館者も

回復の兆しもあり、新

型コロナウィルスの影

響が落ち着くと想定さ

れるため、入館者数の

増加が想定される。

関連事業

基幹事業

提案事業

親川整備事業：中心市街地地区内（親川周辺）

高質空間形成施設：町道森下2号線等

実施時期 担当部署

町民ホールイベント参加者数

総合所見

企画政策課令和５年９月

指標○

与那原町軽便駅舎資料館の来

場者数

指標１

副町長、関係所管課の課長及び補佐級の職員

（総務課、財政課、企画政策課、まちづくり課、上

下水道課、公共施設課）

与那原町開発プロジェクトチーム

高質空間形成施設：町道与那原2号線、20号線

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

新型コロナの影響によ

り目標値には届かな

かったものの、町民

ホールの整備により、

確実に町民の利用は

向上している。交流拠

点の場として寄与して

いると認められる。

新庁舎建設事業：与那原町字上与那原16番地

高次都市施設：与那原町字上与那原16番地

※指標改善への貢献度

　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。

  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。

  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に

　　　　貢献しなかった。

   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確

        なので、評価できない。

今後も、町民の交流拠点施設

としての促進を図る。



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別

目標

未達成へ

の影響度

要因の

分類

目標

未達成へ

の影響度

要因の

分類

目標

未達成へ

の影響度

要因の

分類

目標

未達成へ

の影響度

要因の

分類

-

-

-

△

△

△

-

-

関連事業

基幹事業

高次都市施設：与那原町字上与那原16番地

特定検診受診率指　標　名

提案事業

総合所見

指標の種別

改善の方針

（記入は必須）

特定検診のみならず、乳幼児

健診や保健指導等様々な保健

行政関連の利用も促進を図

る。

親川整備事業：中心市街地地区内（親川周辺）

新庁舎建設事業：与那原町字上与那原16番地

地域生活基盤施設：中心市街地地区内

高質空間形成施設：町道与那原2号線、20号線

高質空間形成施設：町道森下2号線等

指標２ 指標○指標○指標○

Ⅲ

新型コロナの影

響もあり、目標値

には届かなかっ

たものの、令和４

年度では、

48.5％という数値

となっており、過

去最高の数値と

なっている。沖縄

県内において離

島を除く本島内

では5番目に高

い数値となって

おり、中南部で

は1番高い数値

である。保健セン

ター整備により、

利用にあたって

利便性向上が要

因の1つと考えら

れる。

総合所見

※目標未達成への影響度

××：事業が効果を発揮せず、

　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。

   ×：事業が効果を発揮せず、

      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。

   △：数値目標が達成できなかった中でも、

       ある程度の効果をあげたと思われる。

   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが

        明確なので、評価できない。

※要因の分類

　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。

　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。

　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。

　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

道路整備事業：町道与那原嶺井線、町道森下1号線

地域創造支援事業：与那原町字上与那原16番地

事業名・箇所名 総合所見総合所見



（４） 今後のまちづくり方策の作成（４） 今後のまちづくり方策の作成（４） 今後のまちづくり方策の作成（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化添付様式５－②　まちの課題の変化添付様式５－②　まちの課題の変化添付様式５－②　まちの課題の変化

担当部署

企画政策課

名称等 実施時期

令和５年９月

検討メンバー

副町長、関係所管課の課長及び補佐級の職

員（総務課、財政課、企画政策課、まちづくり

課、上下水道課、公共施設課）

達成されたこと（課題の改善状況）

特定健診や乳幼児健診等の保健事

業を実施する際に利用できる施設が

不足している状況であり、円滑に事業

が行えていない。

親川広場等の文化財施設においては

歴史文化の学習の場とし、施設整備

の計画を進めており、施設と一体と

なった空間形成を図るため、周辺道

路の修景整備が必要である。

与那原町開発プロジェクトチーム

軽便駅舎資料館は、歴史と平和のシンボ

ルとして平和記念行事等で活用中である

が、立地状況から施設へのアクセスが悪

いため、カラー舗装整備し円滑に来場者

を施設へ誘導する必要がある。

新庁舎整備事業と併せて複合施設として町民ホールと

併せて保健センターを整備したことで、広い駐車場の

確保や容易に受診できる施設環境を整えることができ

た。

親川広場の整備と併せて道路を石畳舗装に整備した

ことで、文化財施設と一体となった良好な修景施設を

創出することができた。

事業前の課題

都市再生整備計画に記載

したまちの課題

各種町内団体の活動拠点及びイベン

ト等を開催するなどの役割を担った地

域交流施設がなく、イベント等の開催

に制限がある。

町民対象のイベントを中心として様々な行事活動等が

行うことができ、地域住民の交流拠点施設として整備

することができた。

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を

添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり

方策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題

事業によって発生した

新たな課題

軽便駅舎資料館の近くにある、上の森公園駐車場から

のアクセス向上が図られた。



添付様式５－③　今後のまちづくり方策添付様式５－③　今後のまちづくり方策添付様式５－③　今後のまちづくり方策添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）

● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。

● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。

● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。

● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。

● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

フォローアップ又は次期計画等

において実施する改善策

を記入します。

・未達成の目標を達成するた

めの改善策

・未解決の課題を解消するた

めの改善策

・新たに発生した課題に対す

る改善策

特定検診受診率等の保健行政の向上

なるべく具体的に記入して下さい。

町民ホールと併せて保健センターを活用することで、より良い受診環境の

向上を図る。

効果を持続させるための基本的な考え方

整備した施設について、地域住民等の利活用を推進する取組を行うとと

もに、利用しやすい環境、サービス提供に向けた維持管理を行う。

効果の持続を図る事項

整備した施設の利活用促進・維持管理

町民ホール、駅舎資料館及び親川広場の3拠点とを結び回遊性を向上さ

せ、来訪者増加による相乗効果を図る。

B欄

改　善　策

改善する事項 改善策の基本的な考え方

A欄

効果を持続させるため

に行う方策

想定される事業

・保健センターの利用促進・維持管理

・特定検診等の啓発活動

・地域の交流イベント等の実施支援

・整備した道路の適切な維持管理

・町民ホール、親川広場、軽便駅舎資料館の利用促進・維持

管理

想定される事業

地域住民と来訪者等の交流促進



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ●●●● あり ●●●●

見込み なし

確定 ●●●● あり

見込み なし ●●●●

確定 ●●●● あり ●●●●

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

23,000

56.0

8,000

R4

14,850 H29

45.9 H28

R4

指　標

指標１

町民ホールイベ

ント参加者数

人

指標５ H

指標４

指標２ ％

人

目標値

1年以内の

達成見込みの

有無

評価値

目標

達成度

年度

その他の

数値指標２

H

与那原町軽便駅

舎資料館の来場

者数

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。

・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

フォローアップ計画

令和6年4月

担当課へ問合せし、特定検診受診集計

により算出する。

担当課へ問合せし、入館者数集計によ

り算出する。

令和6年4月

担当課へ問合せし、利用申請集計によ

り算出する。

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以内

の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアップ

計画を記入して下さい。

△

19,951

48.5

△

△

6,993

令和6年11月

H

H

H

特定検診受診率

7,730 H29 R4

H

その他の

数値指標１

その他の

数値指標３

H

指標３



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点 適切な指標を設定することで、達成度合の判断することがスムーズであった。

うまく

いかなかった点

新型コロナの影響が大きく、目標設定の達成状況に対して想定外であった。

うまくいった点 現状の課題に対する解決するための目標とその事業がうまく連動できた。

うまく

いかなかった点

うまくいった点 地元の自治会長評議員会とうまく調整することができ、事業がスムーズに実施できた。

うまく

いかなかった点

うまくいった点

設定指標が担当課で毎年度集計している数値であったため、モニタリングを容易に行うことができ

た。

うまく

いかなかった点

新型コロナの影響により、外的要因が大きくPDCAサイクルの効果がうまくいかなかった。

うまくいった点

うまく

いかなかった点

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

外的要因が大きく左右されない定量的な指標設

定をなるべく検討する。

事業進捗に影響がでないよう前もって地元関係

者と相談・調整を綿密に行う。

項目

数値目標

・成果の達成

住民参加

・情報公開

その他

ＰＤＣＡによる事業

・評価の進め方

数値目標と

目標・事業との

整合性等

外的要因が大きく左右されない定量的な指標設

定をなるべく検討する。



（５） 事後評価原案の公表（５） 事後評価原案の公表（５） 事後評価原案の公表（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表添付様式7　事後評価原案の公表添付様式7　事後評価原案の公表添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット

与那原町のホームページに公

開

令和５年１０月１３日～１０月２７日 令和５年１０月１３日～１０月２７日

広報掲載・回覧・個別配布

説明会・ワークショップ

その他

住民の意見

まちづくり課へ

直接持参、FAX、郵送

まちづくり課

（都市再生整備計画事

業担当課）

意見なし
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